
のしろ市議会だより

■質
秋
田
県
の
作
況
は
1
0
5
で
あ
り
、
県
へ
の
生
産
調

整
面
積
の
配
分
が
全
国
他
都
道
府
県
に
比
べ
厳
し
い
配
分

と
な
っ
て
い
る
が
、
市
へ
の
配
分
は
ど
う
な
る
の
か
。
そ

の
内
容
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

■答
県
の
21
年
産
米
生
産
目
標
数
量
は
前
年
比
7
6
5
0

ト
ン
減
の
46
万
7
1
6
0
ト
ン
で
あ
る
。
本
市
へ
の
配
分

数
量
は
ま
だ
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
非
常
に
厳
し
い
状
況

が
予
想
さ
れ
る
。
あ
き
た
こ
ま
ち
偏
重
で
県
産
米
の
需
要

量
減
が
理
由
で
は
な
い
か
と
分
析
し
て
い
る
。
今
後
も

県
・
J
A
等
と
協
力
し
、
安
定
し
た
農
業
経
営
を
支
援
し

て
い
き
た
い
。

■質
学
校
給
食
の
調
理
・
運
搬
部
門
の
民
間
委
託
に
つ
い

て
、
な
ぜ
必
要
な
の
か
。
現
在
従
事
し
て
い
る
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
の
方
々
の
雇
用
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

■答
こ
れ
ま
で
行
財
政
改
革
大
綱
の
実
施
項
目
に
あ
る
事

務
事
業
の
見
直
し
を
行
い
、
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討

し
た
結
果
、
効
果
的
・
効
率
的
で
コ
ス
ト
縮
減
に
資
す
る

と
判
断
し
た
も
の
に
つ
い
て
民
間
委
託
を
行
う
も
の
で
あ

る
。
現
在
働
い
て
い
る
方
の
雇
用
に
つ
い
て
は
、
民
間
委

託
の
前
提
と
な
る
条
件
と
し
て
、
現
人
員
の
雇
用
の
継
続

を
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
能
代
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
現
状

・
木
材
産
業
の
現
状
と
バ
イ
オ
関
連
事
業

■質
中
心
市
街
地
活
性
化
推
進
協
議
会
が
立
ち
上
が
り
活

発
な
議
論
を
呼
ん
で
い
る
。
二
ツ
井
地
区
に
お
け
る
ゼ
オ

ラ
イ
ト
の
振
興
策
、
き
み
ま
ち
阪
の
観
光
と
温
泉
や
宿
泊

の
問
題
、
商
業
地
の
活
性
化
策
は
何
か
。

■答
ゼ
オ
ラ
イ
ト
の
研
究
は
高
度
な
専
門
性
を
要
す
る
た

め
、
産
学
連
携
機
関
等
の
情
報
収
集
に
努
め
、
市
内
企
業

と
連
携
を
図
っ
て
い
く
。
き
み
ま
ち
阪
は
観
光
素
材
の
核

の
一
つ
と
考
え
、
新
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
も
検
討
し
た

い
。
温
泉
や
宿
泊
施
設
は
、
長
期
的
に
多
額
の
費
用
負
担

が
見
込
ま
れ
、
取
り
組
み
は
難
し
い
。
商
店
街
の
路
側
帯

カ
ラ
ー
化
事
業
の
提
案
は
、
現
在
、
庁
内
で
検
討
し
て
い

る
。

■質
ポ
ッ
ト
苗
で
芝
を
植
え
、
水
と
肥
料
と
芝
刈
り
の
手

入
れ
で
、
低
コ
ス
ト
で
芝
生
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
で
き
る
鳥

取
方
式
。
5
年
間
で
全
国
1
0
0
カ
所
以
上
の
実
績
。
建

設
中
の
小
学
校
な
ど
に
取
り
入
れ
た
ら
ど
う
か
。

■答
鳥
取
方
式
の
芝
生
は
バ
ミ
ュ
ー
ダ
ー
グ
ラ
ス
を
移
植

し
、
散
水
、
芝
刈
り
、
肥
料
散
布
を
繰
り
返
し
、
約
3
カ

月
後
に
は
芝
生
化
す
る
も
の
で
、
芝
生
の
維
持
管
理
に
は

労
力
と
費
用
を
必
要
と
す
る
な
ど
の
課
題
が
多
く
、
学
校

で
の
実
施
に
は
難
し
い
も
の
が
あ
る
が
、
こ
の
方
式
の
特

長
を
生
か
し
た
教
育
現
場
で
の
活
用
の
方
法
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
組
織
機
構
の
見
直
し
と
地
域
局
の
関
連
は

・
富
根
診
療
所
の
存
続

・
二
ツ
井
公
民
館
講
堂
の
設
備
更
新

二
ツ
井
地
区
の
振
興
策

■質
一
国
二
制
度
は
好
ま
し
く
な
い
。
合
併
協
定
で
調
整

事
項
と
さ
れ
た
も
の
で
未
調
整
な
も
の
は
。
ま
た
、
建
設

工
事
・
物
品
購
入
等
の
入
札
に
つ
い
て
の
調
整
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

■答
35
の
合
併
協
定
項
目
の
う
ち
未
調
整
な
も
の
は
12
項

目
で
、
一
体
感
の
醸
成
の
た
め
に
も
、
で
き
る
だ
け
早
い

時
期
に
方
向
づ
け
で
き
る
よ
う
検
討
し
た
い
。
入
札
は
合

併
後
3
年
程
度
は
地
域
割
を
設
け
る
こ
と
と
し
て
い
た
が
、

21
年
度
は
概
ね
現
行
ど
お
り
と
し
、
22
年
度
か
ら
は
両
地

域
の
制
度
を
統
一
し
た
上
で
、
基
本
的
に
は
地
域
割
を
廃

止
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

■質
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
ク
に
よ
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
荷
の
形
態
を
と
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

公
害
防
止
対
策
及
び
住
民
理
解
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
の
か
。

■答
一
時
保
管
施
設
の
設
置
を
契
機
に
、
バ
ラ
荷
の
取
り

扱
い
も
可
能
で
あ
る
と
判
断
、
施
設
活
用
と
あ
わ
せ
荷
主

と
協
議
し
て
い
る
。
バ
ラ
荷
の
安
全
な
取
り
扱
い
は
、
他

港
で
も
徹
底
さ
れ
て
い
る
。
施
設
建
設
に
際
し
て
も
、
安

全
性
の
確
保
や
環
境
保
全
に
万
全
を
期
し
た
い
。
今
後
、

荷
主
と
の
協
議
の
進
捗
状
況
に
よ
り
、
取
扱
方
法
な
ど
を

市
民
に
情
報
提
供
し
理
解
を
得
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
財
政
の
健
全
化
と
弾
力
性
の
確
保

・
P
F
I
の
導
入

・︵
仮
称
︶イ
オ
ン
新
能
代
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

新
市
一
体
感
の
醸
成

学
校
給
食
の
民
間
委
託

鳥
取
方
式
で
芝
生
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
検
討
を

汚
染
土
壌
の
能
代
港
で
の
取
り
扱
い
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米
の
生
産
数
量
配
分
の
見
通
し
は

今野　清孝
（市民の声）

菅原　隆文
（よねしろ会）

渡辺　芳勝
（市民の声）


